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網膜の変性と再生に関する研究
網膜色素変性症の遺伝子診断・治療を目指して

　ヒトの網膜細胞で発現している遺伝子
をすべて取得し、この中から網膜変性を
引き起こすと考えられる原因遺伝子候
補を選別するところが、本研究の特色で
す。そのために必要となる新しい技術
（完全長cDNA合成技術）を開発しまし
た。

　網膜色素変性症は、視覚障害を引き
起こす遺伝性疾患です。網膜細胞が、
徐々に変性脱落していく病気で、現在、
有効な治療法はありません。本研究で
は、原因となる遺伝子を同定し、この病
気の診断法や治療法の開発を目指しま
す。

　当センターの病院眼科に来院された網
膜色素変性症の患者の方々から提供さ
れた血液から抽出したゲノムDNAを用い
て、原因候補遺伝子の塩基配列に変異
が無いかどうかを調べています。原因遺
伝子が判明すると、適切な遺伝子カウン
セリングや遺伝子治療の開発に役立つ
ことが期待されます。
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